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tract. Thus. the aim of the ｡ngolng
investigationsis,toinvestigate,whether8the
enlargement of the p.S., Seen in th㊤
H07niTu)idea,islinkedorcausedalsobythOal-
terationsinthenasalcavity.
資料:2
ヒト21番染色体由来Plクロー ンを用いた霊
長類での比較染色体マッピング
斎藤深美子 (束医歯大･難研)
ヒトとチンパンジーの染色体に関しては､染色
体分染像の比較や､遺伝子マッピング､およびヒ
ト21番染色体特異的DNAライブラリー を用い
た染色休ペインティングなどの結果から､ヒトの
21番及び22番染色体は各々､チンパンジー の
22番染色体及び23番染色体と相同であると推
定されている｡
本研究では､昨年に引き続き､チンパンジーの
染色体を対象にして､そのDNAの配列順序や､
進化の過程で生じ得る限局的な構造変化等のより
詳細な染色体構成を知るために､R分染法による
FISH法を行った｡DNAプローブは､(1)
ヒト21番に関しては､その長腕の全域をカバー
するNotIリンキングクローンをランドマーク
として分離されたPlファージクローンを用い､
(2)ヒト22番については､22番に特晃的な
プラスミドクローンを用いた｡
その結果､Plクローンに関しては､昨年のデー
タと合わせて合計19個をチソバシジー の22番
へマッピングできた｡昨年同様､逆位等の染色体
再配列を示す知見はないという結果を得た｡また､
22番由来のプラスミドクローンのマッピングは､
インサートの小さいクローンのためか､今のとこ
ろ､シグナルが検出されないため､現在､プロー
ブのハイブリダイゼーションの条件等を改良中で
ある｡
資料:3
チンパンジーの道具使用における手の使用およ
び認知発達の分析
.外岡利佳子 (名古屋大･教育)
ギニア･ポッソウ保護区の野生チンパンジー を
対象に.葉を道具として使用する水飲み行動.す
なわち木のうろに溜った水をすくい飲む行動,杏
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